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はじめに
　平成１９年５月、佐渡市教育委員会世界遺産・
文化振興課の方々の御案内で、西三川砂金山の
集落、かっての「笹川十八枚村」を訪ねた。集
落は、真野地区山中の谷間に沿って形成され静
まりかえっていた。
　近世以降、笹川十八枚村のリーダーとして重
世話煎兼名主役を勤めた金子勘三郎家が集落の
入口に現存しその前には、金山の神としてまつ
られた大山ネ氐神社がある。集落の祭（毎年４月
15日に開催される）には、にぎわいを見せる社
前境内の広場、その向かって左側に能舞台が何
とか雨風にたえて、かっての面影を残して建っ
ている。能舞台は、天井や雨戸がなく吹きさら
しの舞台でやや破損も目立つ。この舞台では昭
和 28 年４月の祭で土蜘、道成寺などが演能さ
れた記録がある 1)  。
　この笹川集落には、近世期以来の砂金採取現
場が今なお各所にその姿をとどめている。この
西三川砂金山及びその関連遺跡について、佐渡
市教育委員会により、その所在状況等が図１の
とおり確認されている。こうした砂金採取の遺
図１　西三川砂金山（笹川地区）　関連遺跡位置図
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跡群にとどまらず、砂金採取に従事した金
かな こ
子達
の集落が、今日に至るまで代々継承されて残り、
かって砂金採取集落の景観を今にとどめてい
る。近世期の砂金採取者等の集落の全容を現在な
おとどめ、その同一の場にその子孫が居住してい
る例は全国的にその例をみないのではないか。
　この集落とその周辺には、佐渡奉行配下の役
人屋敷あと、砂金採取山、砂金流しの水路、用
いられた生産用具（佐渡市文化財に指定）、さら
には村の名主役をつとめ、金子達をまとめ支配
役人との折衝にあたった金子家に残された文書
類などによって、西三川砂金山盛衰の過程が今
後更に明らかにされるものと思われる。2)
　本稿では、これまでに明らかにされた成果を
基に、特にここ数年の間に佐渡市教育委員会に
よって解明された西三川砂金山の姿を「笹川
十八枚村」を中心に紹介しながら、近世期の砂
金採取集落が幕末維新の変革期をのりこえて、
現在にまでつながる集落景観を維持して今日に
及んでいる経緯の一端について紹介したいと思
う。
　筆者の問題関心は、砂金は古代にあっては賞
賜貢献等に用いられるのみであったとされる
が、単にそれだけの用のみであったものかとの
疑問、更には笹川十八枚村の近世期から今日に
至るまで鉱山集落が現在にまで継承されて来た
事への驚きであった。山中に所在する鉱山労働
者の集落そのものが、江戸期以来今日に至るま
で霧散消滅することなく、幾多の変革期をのり
こえて今日に至った状況の一端を「金子勘三郎
家文書」を通して考えてみたい。
１．「今昔物語」黄金の島伝説のころ
　佐渡における砂金産出について、平安期に成
立した「今昔物語」（1130 年～ 40年ころ成立）
の中の産金説話の中に、能登国から製鉄集団が
渡来、その長が多くの砂金を持ち帰ったとの話
がある。黄金産出の島、佐渡の名が世に広まり、
その噂が遠く京の都にまで伝えられていた事を
示している。
　又、西三川の砂金山域では、砂金産出以前は
砂鉄産出の地であって、砂鉄を求めて移動する
製鉄集団が、偶然、砂鉄の中に砂金を発見し、
こうした契機により西三川地域での砂金採取が
始まったものとの指摘もある 3)  。
　佐渡における古代の砂金採取のはじまりは、
朝鮮半島からの帰化人系金工技術者が西三川に
渡来したことにより始められたとも指摘されて
いる 4)　。こうした時期は、わが倭国政権が５世
紀から６世紀にかけて朝鮮半島進出政策にのり
出して失敗した時期以後であろうから、「今昔物
語」に語られた黄金産出の佐渡伝説が形成され
た 12 世紀よりはるか以前から、広く西三川地
域での砂金採取が始まっていたと考えられる。
こうした古代の今昔物語の産金舞台は、西三川
川上流の安楽寺跡周辺田地等か（「真野町史」）、
笹川十八枚村が一般的に伝説の舞台と指摘され
ているが、西三川元村がより古く、あるいはこ
の地であろうか 4)　ともされている。
　いずれにしても伝説の舞台は、笹川十八枚村
かその周辺地域に人々が集り砂金採取が行なわ
れていた実態の存在を反映したものである。
　時代は下り、近世期の記録には、佐渡西三川
の金山について「此国の名誉ノ重宝、倭国無雙
之宝財也」5)　とまで言わしめている。西三川・
笹川地区の産金は佐渡国の重宝であると同時に
日本に二つとない宝であるとまで称されるほど
に大きな展開を見せていたのである。こうした
佐渡砂金山の重要度は、「今昔物語」の説く古
代にあっても変わらないものであったと思われ
る。
　砂金のわが国内における用途は、古代にあっ
ては「往古賞賜貢献等ノ用ニ充テ行ハレシモノ
ニテ、民間普通ノ宝貨ニアラサレト」と言われ
ている 6)　。砂金は貢納として、あるいは賞賜な
どの儀礼的なものとして活用されたに過ぎず、
通常の流通貨幣としては用を為さなかったとさ
れているのである。しかし、砂金のこうした国
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内での用途とは別に、対外的には中国などから
の先進文物の導入の手段として、有効、絶大な
効力を発揮していた。わが国産の砂金は、古代
政権を保持した朝廷権力によって、国内におい
てはその権威を高め、対外的には唐など先進国
との交流や文物の導入にさかんに活用されてい
た。
　宝亀７年（776）入唐する藤原清河に対し、「沙
金一百両を賜り、承和元年（834）遣唐大使藤
原常嗣に対しても沙金を賜付している。寛平６
年（894）には当時在唐の僧、中瓘に対しても
沙金壱百五拾小両を与えている。これらの砂金
は在唐者の生活や社交費あるいは文物の購入等
に用いられた。
　当時の日本の主要な産金地帯は陸奥であり、
現在の宮城県本吉郡を中心とした地域であっ
た。この陸奥から税として朝廷に多くの砂金が
納められていた 7)　。又、９世紀以降、砂金は太
宰府における中国商人との貿易において、重要
な輸出物の一つとなっていた。
　天慶三年（859）十月勅シテ「太宰府庫物ノ
代沙金六百三十三両、水銀七十斤ヲ官簿ニ注附
セシム～唐人来ルゴトニ直チニ庫物ヲ借用シ、
交関畢テ後総計シテ返納ス、沙金壱両ハ綿十六
屯絹十四屯ニ当ル―太政官去年八月四日ノ符
ニ、唐人崔鐸至ルノトキ、沙金三百六拾壱両ヲ
返上スルヲ免ス」との記録もある 8)　。わが国
に来た唐人に対しても、あるいは唐物との交換
にあたっても大宰府保管の砂金が活用されてい
た。この時代唐では自国産金の量が極めて少な
く、わが国から遣唐使等が持参した大量の砂金
に驚がくしていた。こうした事により、倭国の
黄金の噂が、長安、洛陽、商都揚州などに広がり、
この倭国黄金情報が、沿岸都市に滞在中のイス
ラム商人などに伝播して、広州からワクワク（倭
国）黄金情報がイスラム世界に伝えられていっ
た 9)　。
　その後も日本の黄金は中国に集中的にもたら
され続けるが、日本から輸出された黄金の量は、
中国国内で税として集められた黄金の量より多
かったとも指摘されている 10)　。
　平安後期にあって、佐渡西三川の砂金産出が、
都にまで知れ渡っていた時期は、朝廷により砂
金が唐との交流に大いに活用されていた時代に
つながる時代であった。佐渡の砂金がこうした
事に活用されたとは断定できないが、砂金は単
に儀礼的な用に資するのみではなく、対外貿易
に重要な役割を果たしていたのであった。
　砂金は「古ヨリ沙金ヲ遣唐使ノ賞賜、仏事ノ
布施、其他大礼ノ禄物又は蕃客ノ交易等ニ用ヒ
シコト」であったが、後次第に「諸物ト交換セ
シトキ、農商ノ徒或ハ沙金筒ヲ造リ腰ニ挟ミテ
往来シタリ」といった状況となって行く 11)　。
砂金は国内においても次第に諸物の交易に活用
されていったのである。
２．近世村「笹川十八枚村」の成立
　近世期において、人の集住する集落が、領主
により把握され、村として組織的に領主支配に
くみ込まれるのは領主による領内集落の検地実
施以後である。佐渡においては慶長５年（1600）
に河村彦左衛門による検地が行なわれたが、実
測による検地ではなかった。田畑屋敷地を対象
として実測による検地が行われたのは、元禄６
年（1693）荻原彦次郎重秀によってであった
12) 。元禄７年（1694）各村に検地帳が配布さ
れて、江戸時代を通じて村々の基本台帳となっ
た。
　笹川十八枚村に慶長検地が実施されたかどう
かは不明であるが、現在、笹川地区には「元禄
七甲戌年佐渡国羽茂郡笹川十八枚村田畑屋舗検
地水帳」（笹川区所蔵）が残されている。この検
地帳によって、元禄期当時に居住していた村人
等の土地所持や村全体の所属地などの状況をつ
ぶさに知ることができる。
　砂金採取のために集住した金子共が検地に
よって「百姓」身分として把握され、定住して
一村を構成することとなったのである。こうし
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た、金子共が定住を原則として構成された村が
成立する以前の金子達の状況はどのようなもの
であったか。
　中世、室町期の西三川砂金山へ集住する金子
共は、いつまでもその地に留まるものではなく、
非常に流動的であった。この時代の西三川砂金山
の砂金採取は、寛正元年（1460）に始まり、永
正１０年（1513）ころまで稼行されるが（『佐渡
国誌』）、その後一時中断されて、文禄２年（1593）
再び盛んに稼行された（『相川志』）。この中断の
時期は佐渡の門徒衆が佐渡を離れて越中に移住、
伏木の地に勝興寺を興した時期と重なっている
と指摘され、室町期鉱山稼行者が多かった門徒
衆が各地の鉱山を移動して砂金採取など鉱山業
に従事していた状況が西三川砂金山においても
行われていたものとの指摘もある 13) 。
　門徒衆が西三川砂金採取にかかわった証とし
て、笹川地区虎丸山横にある法名院塚が親鸞聖
人の弟子彦成親王の墓と伝えられ、更に父順徳
院をとむらうために勝興寺を開基した（後に笹
川地区に寺基を移した）。この寺が永正 14 年
（1517）に越中伏木に移り、「勝興寺」となった
ものであるという。
　先にみた砂金採取中断の時期に、佐渡の門徒
寺院が越中に移動していた事が、西三川砂金山
が門徒衆によって稼行され、金山のおとろえと
共に西三川地区から離れていった、門徒衆と西
三川砂金山とのかかわりが指摘されているので
ある。
　15世紀後半から 16世紀前半にかけて、門徒
衆でもある鉱山関係者が各地から集住して生産
に従事するが、一たび産出状況が悪化するや他
の稼行地を求めて西三川の地を去って行ったの
である。この様に、鉱山労働者は流動的で、鉱
区近くに定住して村落共同体を形成する等は出
来得べくもない事であったと思われる。
　鉱山労働者の鉱山への蝟集ぶりについては、
例えば、慶長６年（1601）に開発された佐渡相
川金山の場合においても十分にうかがえよう。
17世紀前半に全盛期を迎えた佐渡金山に鉱山稼
ぎを求めて、越後その他の地域から百姓たちが
居住する土地を離れて佐渡を目ざして渡海して
来た、領主は渡海禁止令を発して百姓の佐渡へ
の渡海を抑えねばならなかった 14) 。
　盛行する佐渡金山への坑夫等の流れは百姓に
限るものではない。鉱山業を専らにする人々も、
慶長期（17世紀初頭）には、延沢（山形県尾花
沢市）や院内（秋田県）などから頻繁に往来し
ていたと言う 15)。
　こうして、坑夫等の集住した佐渡相川の鉱山
集落の状況はどうであろうか。江戸時代初期に
栄えていた「上相川」の鉱山集落跡を、筆者は
平成５年ころ訪ねたことがある。山中の鉱山集
落跡に通じる道は、やっと人の通れる小径、石
臼や住居跡、寺院跡等が草木の中に埋め尽され
て無惨なものであった。現在は、佐渡市によっ
て整備され、かっての鉱山関係者が集住した
盛況の面影を偲ぶ事が可能となっている。佐渡
金山への鉱山関係者の集住と離散の激しさを物
語っていよう 16)。
　新潟県下において、享保期（1716 ～ 35）以
後開発された銀、銅山が 24 か所ほど確認され
ている 17) 。現在は、そうした鉱山の所在地をやっ
と確認できる程度のものであろう。
　鉱山集落は、鉱山の盛衰と共に栄え、そして
消滅して行くのが一般的な状況であった。西三
川砂金山も門徒衆にみられる様に、かってはそ
の例外ではなかったのである。
　再び西三川砂金山について、慶長期ころから
元禄検地以前の状況を見よう。
　慶長期には、西三川砂金山も盛況であった。
この状況について「慶長壬寅ノ年、佐渡ノ沙銀
出ルコト壱萬貫目ニ及ヒ、大久保長安伏見ニ至
リ、其司ル所ノ佐渡国沙銀ヲ出スコト夥シキ旨
ヲ将軍ニ告」げるほどであった 18) 。
　砂金産出の増大にともない、各地から金子と
して人々が集住したに違いない。砂金山が盛況
となるにつれ「自他国之人夫相聚リテ是ヲ嫁ク、
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其時ハ流シ一筋ヨリ毎月上納金十八枚ナリト
有」（「金山立始リ笹川十八枚村成立チ記」金子
家文書 41）と、砂金山の盛況と共に自国他国の
金子共が集り砂金採取稼ぎに従事していたこと
が記るされている。しかし、其後の金子の動静
について「右年数より相伝り候かなこ共も無之
ニ付、慥成ル旧記ハ無之候」（前掲文書）と記る
され、集った金子共も永くは留まっていなかっ
た事にふれていた。西三川砂金山に「相伝リ候」
金子共も離散して行く、鉱山労働者が流動する
姿が偲ばれる。こうした労働者の流動状況を確
実に転換したのが、領主による西三川砂金山集
落への検地であった。
　西三川笹川地区では、元禄検地以前にあって
も「笹川十八枚村」と一村名を付して金子共が
集落を形成していたが、元禄検地はこれらの金
子共が占有していた屋敷地、田畑を確実に領主
が把握し、金子共を将来にわたって村に固定し
ていった。その事について「笹川十八枚成立チ記」
では、「元禄度之御検地ヨリ田畑屋敷ダケ少々宛
御検地ヲ受候へとも、山野ハ皆近村之入会村々
仲間地ニテ、銘々自分日用之薪等迄地元村大須、
大立、小立、倉谷、田切須、西三川右六ヶ村ヘ年々
山役ヲ相納メ候」と記るされていた。
　笹川十八枚村は検地により幕藩体制下の一村
として、佐渡奉行より統治されることとなった。
しかし、この村は狭隘な耕地を所持し、山野入
会の地は無く、周辺村所持の入会地に山役金を
払ってまで、日用の薪などを採取せねばならな
い状況であった。
　村の成立当初から金子共は砂金生産のみにた
よれず、なお又、所持地のみの耕作では、定住
者（金子、あるいは名請人）個人はもとより、
村全体の自立性も困難な状況であったのである。
　次に笹川十八枚村の元禄検地によって、一村
全体及び居住者の所持地の状況を示す。
　村全体の田畑屋敷地は７町３反余、名請人 50
人（同一人物かと思われる者４人程あり今後確
認を要す）、所持地１反未満の者 21人（42%）、
３反未満の者を加えると 44 人（88%）にもの
ぼる。土地のみでは生活不可能な村、いやおう
なしに砂金生産に励まねばならない状況の村で
あった。
( 表１）　元禄７年（1694）笹川十八枚村概況
　名請人　50人
　　　　内　無屋敷人　　 　８人
　　　　　　屋敷持　　　　42人
　　田畑屋敷合　　　７町３反６畝１歩
　　　　内　田方　　　　２反 25歩
　　　　　　畑方　　７町１反５畝６歩
　　高合　　　　　32石４斗５升２合
　　　　内　田高　 １石２斗２升８合
　　　　　　畑高　31石２斗２升４合
　　他
　　　1.　境内　３間×２間　　山神社除
　　　1.　境内　４間×３間　　阿弥陀堂除
　　
　　元禄七甲戍五月　　案内　孫右衛門
　　　　　　　　　　　　　　半兵衛
　　　　　　
　慶長９年（1604）大久保長安の佐渡統治が始
まると、以後西三川砂金山は歴代佐渡奉行の任
ずる金山役人によって、直接砂金生産の指示を
受けることとなった。村人（砂金山労働者）は
村内居住を義務づけられながら、金山役人の下
にある重世話煎の下で、佐渡奉行の意図に沿っ
て砂金採取労働にはげむ事となった。もはや、
かっての自他国から集住した金子の如く、勝手
な離散は許されるものではなくなったのである。
　次の「西三川砂金山山稼場所図」( 図２）は、
佐渡奉行所地方絵師石井夏海がえがいた 19 世
紀前期の絵図である。当時の笹川十八枚村は、
( 表２）元禄７年 (1694）笹川十八枚村名請人の階層
土地所持の規模 人数 割　合
　１反未満 ２１ 　４２％
　１反以上～３反未満 ２３ ４６％
　３反以上～５反未満 　５ １０％
　５反以上～６反未満 １ ２％
　合　計 ５０ １００％
（『真野町史上巻』「元禄七年笹川十八枚村検地帳」より作成）
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No. 氏　名 屋　敷 田 畑 合　計
1 半兵衛 １畝３歩 １４歩 １反４畝２６歩 １反６畝１３歩
2 市兵衛 ２０歩 ２反２畝１歩 ２反２畝２１歩
3 清三郎 ２８歩 １７歩 １畝１５歩
4 六之烝 ２０歩 １反１畝１６歩 １反２畝６歩
5 源五郎 １２歩 ２８歩 １畝１０歩
6 兵左衛門 ２５歩 １畝１３歩 ２畝８歩
7 作右衛門 ２５歩 １６歩 １畝１８歩 ２畝２９歩
8 喜兵衛 ３畝３歩 １０歩 ３反９畝１４歩 ４反２畝２７歩
9 三蔵 ２６歩 ５畝１６歩 ６畝１２歩
10 長四郎 ２０歩 １畝２９歩 ２畝１９歩
11 徳兵衛 １畝２６歩 ２反７畝１８歩 ２反９畝１４歩
12 三光院 ２６歩 ２反６畝３歩 ２反６畝２９歩
13 孫右衛門 １畝２２歩 ４畝 ５畝２２歩
14 久兵衛 ２５歩 ５畝４歩 ５畝２９歩
15 兵助 １０歩 １反２２歩 １反１畝２歩
16 太郎兵衛 １畝１８歩 ２畝１歩 ３畝１９歩
17 甚四郎 １畝 ２反５畝１８歩 ２反６畝１８歩
18 弥次兵衛 ２畝６歩 １畝２２歩 ６畝６歩 １反４歩
19 長助 ２４歩 １反１畝２１歩 １反２畝１５歩
20 吉十郎 １畝１８歩 １反９畝７歩 ２反２５歩
21 孫助 １畝２６歩 ２８歩 １反５畝２９歩 １反８畝２３歩
22 孫蔵 ２４歩 １０歩 １畝４歩
23 弥助 １畝５歩 １畝５歩
24 作兵衛 １畝１２歩 ２反８畝２３歩 ３反５歩
25 弥蔵 ３反１畝６歩 ３反１畝６歩
26 伝九郎 ２４歩 ４反２畝８歩 ４反３畝２歩
27 左右衛門 ２３歩 １反４畝３歩 １反４畝２６歩
28 久三郎 １畝２０歩 ８畝４歩 ９畝２４歩
29 九兵衛 ２４歩 ８畝１１歩 ９畝５歩
30 甚十郎 ２畝４歩 ５反３畝２６歩 ５反６畝
31 主三郎 １畝５歩 １畝２５歩 １反３畝１２歩 １反６畝１２歩
32 三之烝 ２５歩 ９畝２４歩 １反１９歩
33 源六郎後家 ２畝３歩 ４畝１０歩 ６畝１３歩
34 兵吉 １畝 １度９畝１歩 ２反１歩
35 嘉右衛門 ２０歩 １反２畝１歩 １反２畝２１歩
36 吉兵衛 ７畝４歩 １２歩 ７畝１６歩
37 忠四郎 １畝 １反５畝２３歩 １反６畝２３歩
38 勘六 １畝１０歩 １反１畝１２歩 １反２畝２２歩
39 作右衛門 ２歩 ５畝２歩 ５畝４歩
40 孫右衛門隠居 １畝 ６歩 １畝６歩
41 三平 ２畝 ２反１畝３歩 ２反３畝３歩
42 喜左衛門 ２０歩 ２畝 ２４歩 ３畝１４歩
43 伝七 １畝１０歩 １反２畝８歩 １反３畝１８歩
44 作左衛門 １畝１２歩 ２反１１歩 ２反１畝２３歩
45 権七 １畝３歩 ９畝２８歩 １反１畝１歩
46 兵九郎 １畝２０歩 ３反６畝３歩 ３反７畝２３歩
47 助六 １反８畝２１歩 １反８畝２１歩
48 六右衛門 １畝８歩 １畝８歩
49 清十郎半兵衛 ２０歩 ２０歩
50 次郎右衛門 ４畝 １畝１０歩 ５畝１０歩
     
( 表３）元禄７年（1694）笹川十八枚村百姓の土地所持状況
（『真野町史上巻』所載「元禄七年笹川十八枚村御検地水帳」より作成　役屋敷分を除く）
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上手に「笹川村」として集落がえがかれ、その
下手に「字十八枚」と記るされた集落がえがか
れてある。「字十八枚」集落に「役家」があり、
集落入口に「制札」がたてられていた。制札の
近くに「山ノ神」の社が所在していた。又、村
近くの山地には虎丸山稼所（上・下）、中柄山稼
所、中立山稼所などが、金子共の作業姿とあわ
せてえがかれている。近世後期の笹川十八枚村
の概要がうかがえる。佐渡奉行派遣の金山役人
は、村内に所在する「役家」にあって、直かに
村人に対していた状況も察せられる。
　村の名主兼重世話煎として村人をたばねて来
た金子勘三郎家は現在、大山ネ氐神社の向かい近く
に道路をはさんで現存する。勘三郎家が名主役兼
重世話煎となったのは、天保14年（1843）
から明治２年（1869）の 27年間であった。勘
三郎家は江戸時代の村一般におかれていた名主
役業務の他に、重世話煎として砂金稼ぎにかかわ
る全ての業務管理、金子共の作業確保、住民の飯
米の世話更には金山役所、佐渡奉行所などとの折
渉にあたっていたとされている 19)  。勘三郎家は
当時一般の村の名主と異なり、村の年貢を集めて
領主に上納する任務等を主とするものではなく、
兼務する砂金山関係業務こそがより重要なもの
であった。砂金山を支配する佐渡奉行にとって、
最も名主家に期待したのは重世話煎の任務遂行
であったのではなかろうか。こうしたところに、
砂金山を擁する笹川十八枚村の、他の近世一般の
村々とは違った特異性がうかがえるのである。
３．金子共の労働と諸手当
　笹川十八枚村を支配する佐渡奉行が、この村
の名請人（金子）に最も期待したのは砂金生産
とその上納であった。金子共の砂金採取作業で
の労働について、金子勘三郎が嘉永７年 (1854)
書写した文書に、労働時間に関し次の記述があ
る 21)  。
　大流場所者毎日六ツ時頃、朝御普請と唱ヘ
　罷出、暮六ツ時頃迄相稼罷在候、然共寒気
　強キ砌者朝五ッ時頃罷出申候、敷穿場所ハ敷
　内之儀故昼夜灯火ニ而稼候間朝五ツ時頃罷出、
　夜五ッ時迄相稼申候
　毎日「大流場」の作業現場では、明六ツ（午
前６時）から朝普請と称して仕事を始め、暮六
ツ（午後６時）頃まで、12時間の労働に従事し
ていた。冬の寒気厳しい時期は始業時を朝五ッ
時（午前８時）ころより開始し夜の五ッ時（午
後８時）頃まで、２時間遅らせての 12 時間労
働を行っていた。
　こうした金子共の労働時間を管理したのは、
重世話煎を中心とした村役人であろう。
　砂金採取作業全体の状況は十分には把握し得
てはいないが、その概要は「切崩した山の前に
川を掘り、その中にねこたを敷き、切崩した土
砂を川上より水勢を強くして流すと、土砂は
流れ砂金はねこたに溜まるが、水勢が強いので
細かい砂金は土砂に混じり川下に流れ、一里半
余も川下の川岸端で浜ナガシと唱え、ねこたを
敷き流れてくる砂金を取り上げる。」（『西三川
図２ 西三川砂金山稼場所図（佐渡市　相川郷土博物館所蔵）
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村誌』）であるという 22)。なお、こうした西三
川砂金山での砂金採取の全行程の実態、使用し
た諸道具類などを精査記録して、残された道具
類などの保存措置を講じ、当地の砂金採取方法
の実態を更に明らかにせねばならないものと思
う。
　次の砂金採取作業の絵（図３）は、先の「大
流場所」での作業状況を描いたものである。
　笹川十八枚村の村人の生活は、砂金採取高に
より影響を受ける。西三川砂金山の砂金産出の
推移については、次の砂金上納高推移の図表
によって、その概況がうかがえよう。「上納高」
西三川砂金山「大流シ」場の作業
図３　西三川砂金山全図（部分）　（山本修巳氏所蔵）
を幕府が取り上げた砂金の総量とみれば、金子
共の保留分のあった事も考えられるから、その
年々の砂金全生産量を示すものではない。ただ、
年次を追っての生産量の変化はうかがえる。こ
の表によれば、19世紀前半で生産量が大きく落
ち込み、19世紀後半の安政期より明治期にかけ
ては激減している状況が知れる。
　幕末維新期に入り砂金流出高は激減、笹川
十八枚村の村民は困窮に追いつめられる。
　明治４年３月、西三川金山稼人惣代及び重世
話煎金子勘三郎等は村民の生活困窮を救うべく
次の嘆願書を金山役所に提出した。
　　乍恐以書付を以奉歎願候
　西三川金山稼人共御歎奉申上候、同所御稼
　方ニ付御手当として、月々買受被仰付候御
　割安御米今般御廃止之旨被仰渡、承知奉畏
　候、然処私共義当時之出方聊之上納砂金代
　而巳ニ而者壱人一日ニ付漸く銭弐百文くらいな
　らてハ相宛リ不申、諸色高価之砌貧窮之もの
　共、何分活計難相立難渋当惑仕、不得止事
0
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上納高 年代 上納高
元和元（1615） 4 貫 108 匁 8 分
寛永 14（1637） 674 匁 1 分
明和元（1764） 2 貫 182 匁 9 分
寛政元（1789） 1 貫 141 匁 9 分
文化元（1804） 811 匁 4 分
文政元（1818） 247 匁 8 分
天保元（1830） 158 匁 9 分
弘化元（1844） 225 匁 9 分
安政元（1854） 121 匁 9 分
慶応元（1865） 77 匁 9 分
明治元（1868） 74 匁 7 分
（慶長３年 (1598）より明治元年 (1868）の間の上納高より 11年度分を抄出）
???????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
（「金山立始り笹川十八枚村成立チ記」金子家文書 41による）
　( 表 4）　　西三川砂金出方
宝暦、明和両年度迄　　１か年分上納金　２貫目内外
（1751 ～ 1771（明和８））
安永度より天明度・寛政度迄　　〃　　　１貫目内外
（1772 ～ 1800（寛政 12))
享保・文化度迄　　　　〃　800 目より 200 目内外
（1801 ～ 1817（文化 14））
文政度より天保度・弘化度・寛永度迄　
（1818 ～ 1853（嘉永６））　〃　300目以上100目内外
安政度より万延度・文久度・元治度・慶応度迄
（1854～1867（慶応３））　　　　〃　　　　100目内外
明治度ニ至リテハ　　　　　　〃　   　70目以上50目内
（1868～　　　）
明治５年（1872）　　　　　　　　　金山御廃止
( 図 4）西三川砂金山上納高
　（『西三川村誌』、本間周敬、西三川村より作成）
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　奉歎願候、御定則ハ不奉存候得共可罷成御
　義ニ御座候ハゝ、何卒格別之御□ｦ以砂金
　拾匁ニ付、御代金弐拾五両ニ而御買上被成下
　候様仕度奉願上候、然ル上者一同申合、精々
　相励ミ上納高相進ミ候様可仕奉存候、此段幾
　重ニモ御憐愍之諚奉仰候、
　以上
　　　明治四未年三月
　　　　　　西三川金山
　　　　　　　稼人惣代　金子伊八
　　　　　　　　　　　　玉沢忠吉
　　　　　　　　　　　　吉倉甚作
　　　　　　　　　　　　盛山権十郎
　　　　　　　重世話煎　金子勘三郎
　　御金山
　　　御役所　　　　（金子家文書 38）
　この歎願では次のように金山役所に訴えてい
た。
　○御割安米を廃止するとの事であるが、近年
　　の上納砂金代（１人１日 200 文位）では諸
　　物価が高騰、貧窮者は生活困難である。
　○砂金 10匁につき代金 25両で買い上げを願
　　う
とするものであった。砂金生産高の激減を買上
値段を上げることで対処しようとしていた。西
三川砂金山閉鎖１年前の事である。相川鉱山労
働者に対しては、御手当米あるいは二割安米と
も呼ばれた地払い米が払われていたが、この制
度は西三川砂金山にも及んでいた。歎願文によ
れば、この地払い米も廃止に追い込まれていた
のである。
　幕末期の慶応２年（1866）には、西三川砂金
山金子共に対して手当米として 90 石の払い米
が予定されていた。この 90 石の払い米を村で
は次のようにその活用をはかっていた 23)  。
笹川十八枚村の生活状況がうかがえる。
　村役人への給付として、重肝煎手当に２石８
斗余、世話煎４人に 11 石４斗。世話煎４人及
び金子 33人計 37 人分の 12 月より３月までの
間の食用に 20石２斗余、残 35石については島
内で１石を 43貫文として売却し、1505 貫文を
取得。この収入について、次の支出計画をたて
た。
　１　奉行所よりの地払い米 90 石の上納代金
　　として 723 貫 500 文をあてる。
　２　雑用費、拝借金差額見込み分等を合わせ
　　７貫 492 文をあてる。
　３　稼人（金子）一同が去年８月から本年 12
　　　月までの夫食買入代金その他借用金返済
　　　用に 344 貫文をあてる。
　４　同じく稼人（金子）一同の 12 月より来
　　たる３月までの夫食他の買入代として 430
　　貫文あてる。なお 35石の売却予定として、
( 表 5) 西三川金山金子共の御手当割賦（慶応２年）
地払い米　90石
内
　２石８斗５升　重世話煎
１１石４斗　　　但　１人につき２石８斗５升ツゝ
　　　　　　　　　　世話煎４人
２０石２斗５升　日割当りの分　世話煎４人　かなこ３３人
　　　　　　　　これは当節より来る３月末までの食用
２０石５斗　　　日割当りの分　世話煎４人　かなこ３３人
　　　　　　　　４月以降６月までの食用分
計　５５石
残　３５石　売出（此銭　1505貫文、但１石に付43貫文）
内
723貫 500 文　　90石代　上納の分
　２貫１５７文　金拝借違いの分
　　　６４６文　下改の分　
344 貫文　　　　稼人一同のものども、去る８月中より
　　　　　　　　当節まで夫食買入代他借の分返済用
　４貫 689 文　　雑用
430 貫文　　　　この米１０石売
　　　　　　　　当節より来る３月までの夫食雑穀買入代
　　　　　　　　この石数　28石６斗余
　　　　　　　　但　麦１石に付２０貫文　この平均１石に付
　　　　　　　　 　　稗１石に付１０貫文　１５貫文宛
計　３５石
３５石売り渡し予定
米　20石　これは新町、田町　両者の内、年貢米不足の者共へ
　　　　　　売渡す
〃　10石　大崎村へ　同様売渡す
〃　　５石　西三川村へ同様売渡す
計　３５石
  
（西三川金山かなこ共御手当割賦之内訳　金子家文書23による）
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　18世紀後半では、砂金産出量の多少にかかわ
らず御手当として 40 石が払われていた。以後
砂金産出量の減少にもかかわらず、払い米が増
加していく。天保５年は 50石、天保 13年では
増加分が 30石となった。
　19世紀後半では（天保 14年から万延元年ま
で）毎年 120 石程に増加されていた。しかし、
砂金産出量の激減に伴い、以後５０石台にまで
減じられていた。
　慶応元年（1865）は 70 石の払い米に 20 石
が追加されて計 90 石が払われたが、この慶応
元年 90 石の実績を基にして、先に見た慶応２
年の御手当割賦計画がたてられたものであろ
う。奉行所からの地払い米支給があってはじめ
て、笹川十八枚村の存立が維持されていたので
ある。
　幕末維新期の流動する社会情勢の中で、地払
い米に対する笹川十八枚村の種々な奉行への要
求も出されて来る。
　嘉永７年（1854）には、市場や鄕村の不景気
で売却予定の払い米捌が困難のため、奉行所よ
りの地払い米代金の上納が困難であるとして、
春まで延期を願い出ていた事例（金子家文書８
の 10)。文久元年（1861）には、地払い米の支
給を「砂金取揚高ニ応シ」て「稼方励之ため以
　５　20石を新町、田町両村民の年貢米納入不
　　足（米の生産が悪く）の者に売却する。
　６　10石は大崎村民の年貢米納入不足者に売
　　却する。
　７　５石は西三川村民に前記同様に売渡す。
　以上要するに、地払い米 90 石分のうち、重
世話煎など村役人に対する給付分及び金子共の
食用分合計 55石は現物で活用。残り 35石につ
いては、近村住民に売却し、そこで得た売却代
金 1505 貫文をもって、８月から当節３月まで
の夫食雑穀等の購入に当てるとしていた。
　こうした計画が可能となる前提として、奉行
所よりの地払い米が時価相場より格安に払わ
れ、その払い米のうち、当面の食用、役人給付
などを除いた分を、市価相場で高く売却、そこ
で得た差額（利益金）によって、更に生活維持
をはかろうとするものであった。
　狭あいな谷間にあり、耕地の少ない集落で、
砂金採取労働にはげむ住民にとっては、奉行所
よりの割安米の地払いが死活を制するほどの重
要なものであった事がうかがえよう。
　こうした笹川十八枚村に対する地払い米が、
奉行所よりいかほど年々払い出されていたか。
次表によりその推移をみよう。
年代 払い米
寛永年中より
（1789 ～ 1800）
40 石 これは砂金出方の多少にかか
わらず御手当として買受させ
られた分
天保５年 (1834)より 50石 これは近年砂金出方不足に
付、取続方御手当として買受
天保13年(1842)より 30石 これは増代
同年 15石 これは峠坂普請中の出来高手当
　　計 135 石
天保 14年 (1843) 120 石
弘化元 (1844) 120 石
弘化２年 (1845) 120 石
弘化３年 (1846) 120 石
弘化４年 (1847) 120 石
　同年 ７石 これは自普請骨折により下さる
計 127 石
嘉永元年 (1848) 120 石
嘉永２年 (1849) 120 石
70 石 別段、内１２石は御林木炭　焼
立につき、炭焼、飯米廻り、翌
年買受
嘉永３年 (1850) 120 石
嘉永４年 (1851) 120 石
嘉永５年 (1852) 120 石
嘉永６年 (1853) 120 石
安政元年 (1854) 120 石
安政 2年 (1855) 120 石
安政 3年 (1856) 120 石
安政 4年 (1857) 120 石 内40石  御普請入用、残80石
安政 5年 (1858) 120 石 内40石  御普請入用、残80石
安政 6年 (1859) 120 石
万延元年 (1860) 120 石 御普請入用　残 80石
文久元年 (1861) 90 石
15 石
砂金 96匁 4分
他に拂米
文久２年 (1862) 56 石 砂金 66匁 7分
文久３年 (1863) 56 石
34 石
砂金 66匁 9分
他に拂米
元治元年 (1864) 30石4斗
29石
砂金 40匁 4分
他に拂米
慶応元年 (1865) 70 石
20 石
砂金 77匁 9分
内 2 石は御普請場所痛添の
自普請に下さる　他に拂米
23)　「西三川金山かなことも買請被仰付候御手当地払米　
　　　年々買請高書留」
( 表 6)　笹川十八枚村への払い米
西三川砂金山、笹川十八枚村を訪ねて
ー 29ー
来山別」に支給しようとする奉行の方針に峠坂
山や虎丸山の金子共が連名で反論書を提出した
りしている。（金子家文書 15）24)  。しかし、
こうした要望は認められず「金出方ニ応し高辻
御取極之上御払相成義と御仕法替」25)により奉
行の意図は貫ぬかれていた。
　明治期に入っても砂金採取高は、幕末期同様
に下降の一途をたどり、生産回復は見られな
かった。明治５年（1872）ついに笹川十八枚村
の砂金山は廃鉱となった。
　笹川十八枚村村民にとって奉行所等からの払
い米支給が止まることは村の存亡にかかわる問
題である。生存の道をどう切りひらいて行った
か。金子家を中心とした笹川十八枚村の維新後
の進路は誠に厳しいものであった。こうした金
子家を中心とした笹川村の動向については今後
の機会にしたい 26)  。　
おわりに
　明治５年（1872）笹川十八枚村の百姓（かな
こ）が支えてきた砂金山は廃鉱となった。当時
の村の衆が金山役所に集り、も早金掘りは不可
能だと願い出て廃鉱が決められたとの古老談が
残されているが (『真野町史』上巻）、村人の願
いが存廃を左右するほどに西三川砂金山は笹川
村住民の努力によって支持され稼がれて来たも
のであった。
　明治政府は、西三川砂金山に見切りをつける
と同時に、一方相川金山に対しては官営として
政府による資本が投下されドイツやイギリス
から技師を招いて鉱山経営の近代化をはかって
いった。明治 10 年代では、国内各鉱山の総産
出額の 40％余が相川金山で生産されるまでに
なっていた 27)  。
　笹川十八枚村の住民は、近世期にあってもわ
ずかな耕地を広めようと努力は続けられていた
が、明治期を迎え、たより切れない砂金山採取
稼業からの脱皮をはかり、耕地の拡張につとめ
る事となった。
　明治３年（1870）笹川十八枚村の戸籍が金
子勘三郎家に残されている。この戸籍では 43
軒の家族及び土地所持の状況が記録されている
が、全戸が「笹川十八枚村百姓」と登録されて
いて、職業は「農業・金山師・兼」とされてい
る（女のみの家族２軒は「農業」のみ）。住民は
戸籍記帳上では百姓身分で職は農業であり、兼
ねて金山師稼業を行っている者とされていた。
　元禄７年の検地以後明治３年までの笹川十八
枚村における所持地の変化を表７によってみる
と、村全体として八町余が増加している。特に
田が３町９反余、見取場として新たに３町３反
余が開発されていた。山中にある笹川十八枚村
としては金子共の非常な努力の結果であろう。
又、明治３年（1870）時点での当村民の所持地
の状況を表８によってみれば、増加分の多くは
小立村・大立村・西三川村・倉谷村・下黒山村・
瀧平村・豊田村など近隣７か村に所在していた。
田地に限れば所持地の 94％程が他村地籍の耕地
を耕していた。明治３年の戸籍によれば、他村
耕地の所持者は 24人を数え、一村全体 43家族
の 56%に及ぶものであった。
?????????????????????????????
( ???????????????
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????? ????????
???????????????? ??
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( 表７)
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　砂金採取高の減少傾向にある中で、村民の多
くは水田などの耕地を他村に求めて生活の維持
をはかっていた。
　明治２年（1869）11 月金坑方御役所に金子
総代及び重世話煎名で提出した願書に 28) 、「当
村之義ハ皆畑同様、米払底之村柄」であり「差
向日用米ニ差支」えると述べ、「国仲筋より売出
米少々ツゝ買入」とて村の生活を維持している
実情を述べ、近年米価高値で難渋しているとし
て一日五石ツゝ時の相場で払い出を願い出て了
承されている。こうした問題解決のためにも耕
地の増大をはかる必要がある。
　明治２年（1869）９月民政役所提出の願書
29)によれば、御林２か所、その全坪数 860 坪
を田畑に開発する計画をたて「水筋至て細く覚
束無」いために当面は畑地として開発する事の
許可がおりている。
　明治２年正月には、困窮者 168 人をあげて、
正米８石４斗の救米を民政局に願出したり、同
年 12 月には笹川十八枚村村民 180 人に対し、
１人につき２割安の払米４合ずつの下付願いが
許可されている 30)  。
　発足間もない明治政府は笹川十八枚村の重世
話煎金子勘三郎を中心とした村民の願いを大筋
では受け入れ、村民の生活基盤の転換と共同体
の存続に応えようとしていた。
　西三川砂金山も相川金山同様、幕府経営の鉱
山として明治期を迎え明治政府はその鉱山の所
有権を政府が継承することとなった。生野銀
山は慶応年間に幕府が廃坑を決定したものであ
り、廃坑により数千人の坑夫が生計の途を失っ
たと言われている。明治以後政府が引き継ぎ坑
夫救済策がとられるが 31)  、佐渡の場合こうし
た経営権の空白期間もなく幕府から新政府に移
管された事もあり、西三川砂金山といえども、
政府（民政御役所、金坑御役所）の所管により
砂金山廃鉱までの数年間を経過することとなっ
た。以後、笹川十八枚村の窮民対策、入会山の
開発などの村民の要望は次々と承認されていっ
たのである。
　山中にある砂金山採取集落、笹川十八枚村が
今日まで近世期を経過して存続し得たことの一
つには、砂金産出量が減少に向う時期に、金子
共が検地施行によって名請人（本百姓）身分に
固定され、副業的な農業が金子共の生活を補な
い、次第に生活基盤を農に移しながら鉱業生産
に従事し得た事にもよろう。
　近世期以来、一般の鉱山労働者は家族をとも
なわない単身者として各地の鉱山を渡り歩いて
いた 32)  。西三川地域の砂金採取にもみられた、
近世以前のこうした流動する坑夫の姿は、村の
成立以後は次第にその姿を消していった。
　あるいは又、相川金山の鉱山労働にみられた
如く、厳しい労働の故に逃亡したり、坑夫も
３０才前後で死亡する者が多いほどに、厳しい
労働が課せられる状況にはなかった 33) 。
　砂金採取技術は、西三川地区においては、岩
石を砕き、そこに流水等によって岩石と砂金を
分離しながら、最後にユリイタなどで砂金を選
び出すものであるが、主として地上での作業で
あった。慶応４年（1865）７月に笹川十八枚村
で「金山附道具」を報告した文書 33) によれば、
鞴
ふいご
２挺、鶴
つるはし
嘴 17 挺、汰板３枚など 11種類の道
具が記されている。近世期以来廃鉱まであまり
変わらない砂金採取作業の状況であったことが
わかる。
( 表 8)　明治３年 (1870) 笹川十八枚村村民の
　　　　　　　　　　　　　　　他村耕地所持状況　
村名 田 畠 見取場
自村（笹川十八枚村） ２反３畝 10歩 7町6反9畝27歩 1町6反６畝20歩
小立村 ２反８畝 17歩 0 2反５畝　　　
大立村 ４畝１８歩 0 ６畝 27歩
西三川村 １町２反　20歩 1反 1畝 24歩 5反 9畝 12歩
倉谷村 9反　12歩 3畝 16歩 8反　　　15歩
下黒山村 5反 3畝 26歩 0 0
瀧平村 3反 2畝 3歩 0 0
豊田村 6反 6畝 2歩 0 0
合計 4町 2反　18歩 7町8反5畝27歩 3町3反8畝14歩
他村地籍の割合
自村地籍の割合
94.5％
5.5%
2.04%
97.96%
50.78%
47.22%
「明治３年３月　佐渡国羽茂郡笹川拾八枚村戸籍」より作成
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　表９及び図５は、かっての笹川十八枚村集落
と現在の集落のつながりを見ようとするとする
ものである。現在の屋号が明治３年（1870）の
百姓と同一かと思われる家が、金子勘三郎家や
大山祗神社社人の三光院を加え 17 軒確認され
る。近世末期から現在に至るまで代々継承され
て来た家とも考えられる。又、明治３年戸籍の
( 表９）平成19年 (2007)の屋号が
　明治３年 (1870）の百姓名と同一の家
番号 平成 19(2007）年屋号
明治３年 (1870)
百姓名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
かんろく
おおや
まえ
しょうじ
でんねむ
おいえ
いなだ
さくえもん
あたらしや
じんべい
ぶざえもん
すけざえもん
たむえもん
うわとうげ
したとうげ
じゅうすけ
さかや
しも
にいや
ちょうはち
またじゅうろう
よしくら（まえ）
じゅうざえもん
かわら
いずみ
ひょうくろう
さくら
かごや
ぜんきち
いしばん
こさか
きちべい
ふるや
くへい
勘六
《金子勘三郎》
傳右衛門
《三光院》
作右衛門
甚兵衛
武左衛門
助左衛門
為右衛門
十助
長八
又十郎
吉倉
十左衛門
兵九郎
善吉
吉兵衛
　　
屋号は笠井吉明氏作成資料、明治３年百姓名は
「佐渡国羽茂郡笹川拾八枚戸籍」（金子家文書）
による
筆頭者名字を現在の各家の名字と比較すると 44
家族（明治３年）のうち、32家族が同一姓であ
る事も確認されている 35)  。現在の佐渡市西三
川地区の集落は、近世以来の営々として引き継
がれて来た砂金採取集落であった「笹川十八枚
村」の歴史を秘めた村であり、こうした集落景
観は他に例を見ないものでなかろうか。
図５　明治３年（1870）の百姓名が平成19年（2007）の屋号と同一な家
（□ー所在地、数字は屋号の整理番号）
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図６　金子勘三郎家
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注
1)　若井三郎　『佐渡の能舞台』　新潟日報事業社
　　昭和 53年 (1978)
2)　佐渡金銀山遺跡調査検討準備会調査団資料調査部
　　会　『金子勘三郎家資料目録―佐渡国笹川十八枚　
　　村―」　佐渡金山遺跡調査検討準備会　2004 年
　　本書には金子家所蔵資料目録及び解説として「金
　　子家の系譜と村の概要」（八木千恵子）、「金子勘三
　　郎家文書にみる西三川砂金山」（児玉信雄）、「蝦夷
　　地へ渡った西三川の金堀り」（本間寅雄）などの解
　　説論考が収載され、西三川砂金山研究の新たな成
　　果が示されている。今後当地の研究に不可欠な文
　　献の一つである。
3)　真野町史編纂委員会『真野町史』上巻
　　「西三川砂金山、佐渡国の産金地帯」
　　真野町教育委員会　昭和 51年 (1976)
4)　本間周敬　『西三川村誌』　西三川役場
　　昭和 23年 (1948)
5)　金子勘三郎家文書 41
　　「金山立始り笹川十八枚村成立チ記」
6)8)11)　吉田賢輔編　本庄栄治郎校訂
　　『大日本貨幣史』第３巻　内閣印刷局内朝陽会
　　大正 15年 (1926)
7)　小葉田淳「陸奥の黄金」『日本古代史論叢』
　　吉川弘文館　昭和 35年（1960）
　　多賀城以北では、砂金が「交易雑物」という税目
　　で徴税されていた。毎年 584 両（約 22 キロ）も
　　の砂金が都に運ばれ続けたとの指摘もある。
9)10)　宮崎正勝　『黄金の島ジパング伝説』
　　吉川弘文館　平成 19年（2007)
12)　「荻原重秀の支配」（『新潟県史』通史編３　近世１）
　　新潟県　昭和 62年
　　なお、『歴史手帳』（３巻７号 名著出版 昭和 60年）
　　には、田中圭一「近世の佐渡―銀山、幕府、村落」
　　他６編の近世佐渡に関し、元禄検地他の諸問題に
　　ついて簡潔な論考がある。
13)　「室町期頃の砂金山」（『真野町史』上巻）3)　に
　　同じ。佐渡の勝興寺の越中への移転については、「越
　　中勝興寺文書」や「小木町正覚寺縁起」などに記
　　述されていると指摘している。
14)　「慶長 10年堀秀治書状」（『新潟県史』資料編９　
　　　近世４　佐渡編２章１節 )　新潟県
15)　長谷川成一　「近世初期の鉱山開発と天下御山論」
　　（『北方社会史の視座』　第１巻　清文堂　2007 年
16)　田中圭一　「佐渡金銀山をめぐってー慶長期相川
　　に住んだ人たち」（『佐渡を世界遺産に』新潟大学
　　社会連携　地域貢献フォーラム）　新潟日報事業社
　　平成 19年（2007）
　　この論考により、今は消滅した慶長期の金山集落
　　の状況が明らかにされている。
17)　「越後の鉱山」（『新潟県史』　通史編４　近世２）
　　新潟県　昭和 63年 (1988)
18)　「沙金部」（『大日本貨幣史』　6)と同書）
19)　児玉信雄　「金子勘三郎家文書にみる西三川砂金
　　山」（　2)と同）。笹川十八枚村の名主としては、　
　　寛文５年以降で孫右衛門、作右衛門、享保７年に
　　孫左衛門などの記録のある事が指摘されている。
20)　嘉永７年書写　「平日稼所江かなこ共詰刻限之事」
　　（金子家文書 11）
21)　「砂金山稼所并堤江道共間数共他村之砂金有之所　
　　覚書并砂金諸勘定凡例帳」金子勘三郎家文書 11。
22)　児玉信雄　前掲論考（ 19)同）の指摘による。
23)　「西三川金山かなこ共御手当割賦方内訳」
　　　（金子家文書 23）
24)　「地払米割賦方内実取極之事　文久元年７月」
　　　（金子家文書 15）
25)　「明治２年 11月　金坑方御役所宛願書」
　　　（金子家文書 28）
26)　児玉信雄「六ヶ村入会山開発史料」の紹介などに
　　より、維新後の金子勘三郎等村民の努力がうかが
　　える（金子家文書目録　前掲書）
27)　古島敏雄　「鉱山業における官営と 10年代におけ
　　る鉱業の様相」（『体系日本史叢書21 産業史　Ⅲ』）　　
　　山川出版　平成 10年（1998）
　　なお、『日本の近代化を支えた佐渡鉱山』（平成 19
　　年　佐渡世界遺産シンポジウム）にスチュアート・
　　スミス、鈴木一義、永松武彦等の佐渡世界遺産へ
　　の主張がある。
28)29)30)　「明治元年 12月より、諸願書　留」
　　　（金子家文書 28）による。
31)　「生野鉱山、佐渡金山の官営」（　27)と同）
32)　矢野秋夫「金堀り身分を定めた鉱山法」
　　（『黄金郷の旅』）　北海道新聞　1988 年
33)　田中圭一『佐渡金銀山の史的研究』　
　　刀水書房　昭和 61年（1986）
34)　「金山　附道具」　重世話煎の報告書
　　（金子家文書 19）
　　他に「御普請鉄道具納通ひ」（慶応２）など道具修
　　復関係文書などもある。
35)　八木千恵子　「金子家資料目録解説」（  2)と同書）
　
　　
　
